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令和７年３月１９日 

いわき市水道局総務課 

 

建設工事等の入札に参加される皆様へ 

 

   建設工事等に係る入札・契約制度の見直しについて 

 

 本市の入札・契約制度については、公平性・公正性・透明性・競争性の確保を

基本として、関係法令の改正や時代の流れを捉えて適切に見直しを図ってきた

ところです。また、近年、地域の守り手である建設業者等がその役割を果たし続

けるため、様々な課題解消に向けた取組みが必要となっております。 

 このような中、昨年、水道局において、設計単価に誤りがあったにもかかわら

ず、最低制限価格と同額で落札した事例や、市においても、市営住宅の解体工事

について情報漏えいを疑われる事案が生じたことから、水道局が設置した「設計

単価の誤りによる工事契約解除に係る調査確認委員会」による調査確認報告書

の意見を参考に、今回、更なる透明性・公平性を図るため、次のとおり実施しま

す。 

 

１ 総合評価方式の拡充について  【工事】 

 ⑴ 趣旨 

   価格のみによらず総合的な価値による競争を促進することにより、建設

工事等の品質確保に加え、談合等の不正防止を図ります。 

 ⑵ 改正内容 

   水道局では、「標準型」「簡易型」に加え、水道施設の管路工事（老朽管更

新工事等）にかかる「特別簡易型（水道施設工事）」を導入し、試行的に実

施してきました。 

その結果を踏まえ、市民の安全・安心を担う地元に密着した事業者の受注

機会の確保に配慮し、より多くの事業者が参加できるよう、評価項目が少な

い「特別簡易型」を導入するとともに、「簡易型」の評価項目を精査し、従来

の「特別簡易型（水道施設工事）」を廃止します。 

 ⑶ 型式及び適用区分（新） 

   型式 設計金額 条件設定 

標準型 １億５千万円以上 施工上の技術提案を求める工事 

簡易型 ５千万円以上 上記以外の工事 

※５千万円以上１億円未満のも

ので施工規模や施工条件によっ

ては特別簡易型を適用する。 

特別簡易型 ３千万円以上５千万円未満 
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⑷ 評価項目 

評価項目 標準型 簡易型 
特別 
簡易型 

企業の技術力 施工実績 ○ ○ ○ 

工事成績 ○ ○ ○ 

優良工事表彰 ○ ○ ○ 

品質管理 ○ ○ ○ 

安全管理 ○ ○ ○ 

建設キャリアアップシステムの利用 ○ ○ － 

配置予定技術

者の技術力 

施工実績 ○ ○ ○ 

保有する資格 ○ ○ ○ 

資格の保有年数 ○ ○ ○ 

地域貢献等 

 

環境への配慮 ○ ○ － 

市内業者の活用 ○ ○ ○ 

市内の工事実績 ○ ○ － 

入札参加者の所在地 ○ ○ ○ 

地域活動 ○ ○ － 

次世代育成支援 ○ ○ － 

消防団への協力 ○ ○ ○ 

献血への協力 ○ ○ － 

市県民税の特別徴収 ○ ○ － 

雇用状況 ○ ○ － 

災害時の協力 ○ ○ ○ 

維持補修等の実績 ○ ○ ○ 

健康経営 ○ ○ － 

品質確保等の

確実性 

低入札調査基準価格以上の応札 ○ ○ ○ 

施工計画の適切性 ○ ○ － 

手持ち工事量 〇 〇 〇 

技術提案 ○ － － 

評価値の上限点数 63.5点 43.5点 28.5点 
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２ 変動型最低制限価格制度（ランダム係数）の導入について  

                      【工事、工事関係委託】 

⑴ 趣旨 

   最低制限価格を開札当日に決定することにより、発注者を含め誰もが入

札前に最低制限価格を知り得ないものとなり、外部から職員に対する不当

な働きかけ又は口利きといった不正行為の防止を図ります。 

 ⑵ 改正内容 

   品質確保及びダンピング受注防止の観点から、最低制限価格制度を実施

していますが、情報漏えい（の疑惑）の防止の観点から、これまで、開札日

の前日までに予定価格及び最低制限価格の決定権者が決定していた最低制

限価格について、開札時に、最低制限価格の算出の基礎となる価格に一定の

範囲で無作為に発生させた係数（ランダム係数）を乗じて算出する変動型最

低制限価格制度を導入します。 

   なお、低入札価格調査制度を実施している総合評価方式については、変動

型最低制限価格制度を適用しません。 

  ① 対象案件 

    最低制限価格を設定する建設工事等（工事に係る測量・調査・設計委託を含む） 

  ② ランダム係数の範囲  0.9990～1.0010 

  ③ 通り数 21通り 

  ④ 算出方法 

     

最低制限価格の算出の基礎となる価格（従来の最低制限価格） 

 × ランダム係数 ＝ 最低制限価格（新制度導入後） 

 

 

 

３ 工事費内訳明細書の様式の見直しについて  【工事】 

  談合等の不正行為が疑われた場合に、積算内容を迅速に確認するため、入札

時に提出する工事費内訳明細書に積算金額の基となる金額（調整前の積算額）

を記載する欄を設けます。（次ページをご参照ください。） 

なお、談合等の不正行為が疑われた場合には、より詳細な積算資料の提供を

していただきます。 

※契約締結後に提出していただく工事費内訳明細書に変更はありません。 
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４ 一抜け方式の導入  【工事】 

  設計金額3,000万円以上の水道施設工事で、同一公告日かつ同一開札日の同

一資格要件の工事において、同一事業者が落札できる件数を原則１件としま

す。（総合評価方式を除く。） 

   ＊ 対象工事の入札書提出期間は同日同時刻で設定します。 

＊ 開札順は、原則設計金額の大きいものからとします。 

＊ 先の工事で落札者となった者が同日の次工事以降にも入札参加して 

いる場合は、その入札を無効とします。 

 

 

工　事　費　内　訳　明　細　書

直接工事費
A=B

1 式
B

共通仮設費
C

現場管理費
D

一般管理費等
E

工事費　計
F=A+C+D+E
入札金額

消費税 10 ％
G=F*10%
円未満切捨て

合計
H=F+G

※ の枠内を記入してください。

名 称 内 容 数　量 単位

商号又は名称

金　額　（円）単　価

工事場所

材　　　料

（労　　　力）

工　事　名

形 状 寸 法

工　　期（予定）

摘　　要名　　　称 調整前の積算金額
　　　　　　　　（円）

【留意事項】

※ 次の場合は、入札の無効となりますので、ご注意ください。（「調整前の積算金額」欄を除く。）

〇指定された記入欄（商号又は名称、金額等）に空欄や記載誤りがあるもの。

〇各工種の合計金額が、「直接工事費」の金額と一致しないもの。

〇工事費計の金額と初度の入札書の記載金額が一致しないもの。（内訳書における１万円未満の金額の端数処理(切下げ、切上げ）を行った場合を除く。）

※ 鉛筆や消せるボールペン等、記載した内容を容易に削除することが可能なものは使用しないようにしてください。

※ 「調整前の積算金額」欄には、入札金額の内訳を「金額」欄に記載するにあたり、自社で使用する積算システム等で積算した金額に調整を加えている

場合には、調整前の金額を記載してください。

（調整をしていない場合は、「金額」欄に記載した額と同じく記載してください。）

※ 入札談合に関する情報があった場合等、不正行為が疑われる場合には、入札に参加された方全員から、「調整前の積算金額」欄に記載された額の根拠

として、自社で使用する積算システムから出力した積算書等、詳細な内訳書を提出していただきます。

追加部分
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５ 地域制限付き一般競争入札  【工事】 

   設計金額1,500万円以上3,000万円未満の水道施設工事の入札参加資格要

件を「北部地区」と「南部地区」に区分します。 

 

   地域要件区分表(公告時に掲載します。) 

区分 施工箇所 入札参加対象業者の所在地 

 

北部 

 

 

平地区 

内郷・好間・三和地区 

四倉・久之浜・大久地区 

小川・川前地区 

平地区 

内郷・好間・三和地区 

四倉・久之浜・大久地区 

小川・川前地区 

 

南部 

 

小名浜地区 

勿来・田人地区 

常磐・遠野地区 

小名浜地区 

勿来・田人地区 

常磐・遠野地区 

 

 

 

６ 実施時期について  

  令和７年４月１日以降に入札公告又は指名通知する案件から適用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務担当       

 水道局総務課管財契約係 

電話 0246－22－9315 


